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訪日外国人にとって必見の地である京都は、
平安時代に都として栄え、数千年にわたる日
本の歴史と文化を今も保存し続けています。
ここを訪れると、まるで数千年前の日本を体
験するかのような感覚に包まれます。京都が

「古都」として広く知られているのは、文化や
建築物が良好に保存され、日本と世界の伝
説的な文化都市としての地位を保っているた
めです。
私は京都に住んでいたとき、869年に起源
をもつ京都で最も重要で賑やかな祭りである
祇園祭に参加しました。この平和を祈願する
祭りには毎年数十万人の人々が集まり、町全
体が活気に満ち溢れます。祇園囃子の独特
なリズムとメロディー、そして山鉾に合わせ
て練り歩く伝統衣装を身にまとった人々の光
景は、まるで絵巻物に描かれた場面のようで
した。技術が発展した今でも、京都では古き
良き時代の生活を目にしたり、体験したりで
きるのが魅力のひとつです。この街には神社
や寺院が随所に点在しており、伝統的な建物
の構造と日本の美しい風景が見事に融合して
いることに気づきます。春には満開の桜、夏
には緑豊かな自然、秋には色鮮やかな紅葉、
冬には一面の雪景色と、京都ではどの季節
も見応えがあります。日本人は、建築設計
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や庭園のデザインにおいて常に自然との調和
を重んじ、四季の美しさを最大限に引き出し
てきました。
京都の街を歩くと、伝統的な京町家が今も
良好に保存されていることに気づきます。京
町家の正面部分は通常、店舗として、内部
は住宅や庭園として利用されます。正面は狭
く、奥行きが深い構造で、内部には採光と
通風のための小さな吹抜が設けられていま
す。主要な構造は木造で、外壁は木板また
は土壁、屋根は瓦葺きです。現在も多くの
京町家は店舗として使われており、一部はレ
ストランやカフェに改装され、また一部はギャ
ラリーとして再利用されています。伝統建築
と現代デザインが見事に融合し、現代の住民
や観光客に、日本の「美」を感じられる空間
を提供しています。
日本では有名な抹茶文化に加え、カフェ（喫
茶店）も重要な役割を果たしています。20
世紀の昭和時代には、喫茶店は文人や芸術
家たちの集いの場となり、文化交流や創造
の拠点として機能しました。今も営業を続け
る老舗のカフェは少なくありません。近年で
は、カフェは単にコーヒーを提供する場だけ
でなく、店内のデザインにも力を入れ、都会
の憩いの場として進化しています。京都には、

伝統的な京町家建築とモダンなコーヒー文
化を組み合わせたカフェが多く、京都ならで
はの独特な雰囲気を作り出しています。市民
や観光客は空き時間に京町家カフェを訪れ、
伝統的な建物の雰囲気を感じながらコーヒー
を楽しみます。これらのカフェは京町家で営
まれていますが、それぞれの地理的な位置
や間取り、構造、装飾が異なるため、各店
舗は独自のスタイルを持っています。
ブルーボトルコーヒー 京都カフェ

1291年に建立された南禅寺の隣には、アメ
リカのコーヒーブランド「ブルーボトルコー
ヒー」があります。このブルーボトルコーヒー 
京都カフェは、そのユニークな立地から地元
の人々や観光客にとって日本で重要な店舗の
一つとなっています。この店舗は二つの異な
るエリアに分かれており、手前の建物はブ
ルーボトルコーヒーの関連商品を販売する
ショップエリアで、奥の建物はコーヒーの製
造と座席として使用されるカフェエリアです。
どちらの建物も伝統的な京町家の2階建て
で、二つの建物の中央にはオープンエリアが
あり、ここでもコーヒーを楽しむことができ
ます。全体のデザインは、京町家本来の伝
統的な建築様式を活かしており、特に正面の
建物は伝統建築の歴史的要素を完全に表現
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しています。後方のカフェエリアの建物は、
伝統的な要素のスタイルを保持しつつ、現
代建築のデザインを取り入れています。建
物の外観は、元々の木造と土壁のデザイン
からフルフロアのガラス窓に改められ、内部
の木造構造や人々の活動がはっきりと見える
ようになりました。この店舗は、自然への敬
意と周囲の環境を反映するためにナチュラル
カラーやニュートラルカラーを基調とし、木
や石を多用したシンプルなスタイルでデザイ
ンされています。店内でコーヒーを飲む際に
は、室内の伝統的な建築スタイルを感じるだ
けでなく、大きなガラス窓を通して外の風景
を楽しむこともできます。このミニマルなデ
ザインは、シンプルさ、自然、そして不完全
な美しさを強調する日本の伝統的な美的概念

「侘び寂び」を体現しています。
HOO

京都の二条城は1603年に築城された名城
で、その建築様式は江戸時代の芸術様式を
反映しています。二条城周辺には、歴史ある
カフェやレストランが数多く存在し、京町家を
活用したモダンなカフェも多く見られます。
二条城近くの住宅街に位置するHOOは、モ
ダンなコンクリート造りの建物です。外観は
元の薄茶色の壁を残し、周囲のモダンな建
物や伝統的な建築と調和しています。1階の
コーヒーコーナーには壁一面の窓が設置さ
れ、コーヒーショップの内部がよく見えるよう
になっています。外観はモダンですが、内部
は木造建築の柱や梁、年季の入った屋根の
木板、京町家の土壁など伝統的な建材が多
く使用されており、中に入ると温かく居心地
の良い雰囲気が広がります。
1階はコーヒーショップの製造エリアで、バー
は周囲の素材と調和する石レンガで作られて
います。カフェ全体に天然素材を使用しなが
らも、家具や照明、装飾品、コーヒーカップ
などの細部には現代の素材が取り入れられ
ており、モダンで芸術的な雰囲気が感じられ
ます。

ACTUAL KYOTO

ACTUAL KYOTOの最大の魅力は、京福嵐
山線のすぐそばに位置していることです。建
物の外観は新築の京町家風で、1階のエント
ランスには壁一面の窓とガラス戸があり、屋
外でコーヒーを楽しめるスペースが3 ～4つ
設けられています。扉を開けると、内装にも
石や木、土壁などの自然素材が多く使われ
て い る こと が 感 じら れ ま す。ACTUAL 
KYOTOは、装飾において自然素材と現代
素材を組み合わせることを好み、元の土壁
の一部を残しつつグリーンマテリアルで改修
したり、コンクリートと石を融合させたデザ
インを取り入れたりしています。1階のバー
エリアは建物の端にあり、黄色と薄赤のスト
ライプが施された石造りのバーです。1階左
側のテーブルと椅子はすべてコンクリート製
で、座面には伝統工芸品のゴザが敷かれ、
客席が冷えないよう配慮されています。テー
ブルは不規則な形状の正方形で、コンクリー
トのベースに緑と茶色の塗装が施されていま
す。右側には石のテーブルと竹で編んだモ
ダンな椅子が使われています。コーヒーを
飲みながら電車が通過するのを眺めることが
でき、楽しさが増します。伝統的な美意識を
保ちながら、伝統と現代の素材やデザインを

融合させたこのカフェは、アートな雰囲気を
さらに高めています。
京都では、他にも多くのカフェが伝統的な京
町家を舞台としています。五条の住宅街に位
置するWEEKENDERS COFFEE ROASTERY
では、伝統的な京町家の屋内カフェスペース
を抜け、中庭で景色を堪能しながらコーヒー
を楽しみます。また、blend kyotoも京町
家の1階をカフェエリアとして使用しており、
通り過ぎる人々はバリスタがコーヒーを淹れ
ている姿や店内でコーヒーを楽しむお客さん
の姿が見られます。
京都のさまざまな場所に点在する京町家カ
フェは、コーヒー好きの市民や観光客がSNS
や書籍を通じて知り、古い街並みを散策しな
がらたどり着きます。カフェに向かう途中、
京都のいくつかの路地を通り抜けることで、
伝統的な建築の美しさや、思いがけない発
見をすることもあります。これらのカフェは、
おいしいコーヒーを提供するだけでなく、特
別な地理的な位置やデザインスタイルを通じ
て、京都ならではのライフスタイルを紹介し、
歴史と文化を広めています。カフェは、ただ
コーヒーを楽しむ場から、人々の日常生活や
歴史の伝承に欠かせない存在となっているの
です。
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京都の街 京都の寺 ブルーボトルコーヒー ブルーボトルコーヒーのカフェエリア HOO HOOの内観 blend kyoto

京町家の軒下で一杯のコーヒー 
A Cup of Coffee Under The Eaves of a Kyomachiya


